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○ ３年生の毛筆書写の時間
９月９日(月)の３～５校

時は、３年生の毛筆書写の
時間でした。小学校３年生
からスタートする書写の時
間は、硬筆だけでなく、毛
筆も学習しています。
今回練習する文字は「木」

でした。左払いや右払いに
気を付けけることがめあてでした。１学期の文字と比
べると、グンと難しくなりました。
そこで、門川町書道連盟の先生方にご協力をいただ

きました。特に今回は、５名の先生方に、筆の持ち方
や筆の運び方等のちょっとしたコツを教えていただき
ました。先生方に教えていただくと、あら不思議。最
初に書いた「木」とは全く違う、とっても形の整った
「木」が書けました。さすが、書道のプロだと改めて
感じました。
教えていただいたことを熱心に児童が反復練習する

と、最後には、一人一人が満足のいく「木」を書くこ
とができ、笑顔で学級担任に提出していました。
片付けもご支援いただきながら、正しい書道用具の

片付け方を学ぶことができました。
これからも、毛筆書写の時間には、門川町書道連盟

の先生方に可能な限りご支援をいただきながら、楽し
くて、児童が自分の書いた文字に満足する学習になる
ようにしていきます。
門川町書道連盟の先生方、お忙しい中、丁寧なご支

援ありがとうございました。今後とも、どうぞよろし
くお願いいたします。

○ 結団式
９月１０日(火)の１校時は、１０月２０日(日)に行

われる第１２３回運動会の結団式がありました。門川
小学校では、赤団と白団に分かれて競い合います。
まず、運営・集会委員会の児童がスローガンを発表

しました。今年のスローガンは次のとおりです。

せいいっぱい楽しむ運動会

それに対して、それぞれの団の団長・副団長がどう
すれば「せいいっぱい楽しめるのか」について話しま
した。「みんなで盛り上がる。」「練習をがんばる。」「常
に全力で取り組む。」等の発言がありました。
団色決定では、ステージの机上に箱(アルミホイルを

巻いた赤と白のボールが１個ずつ入っている)を準備し
ました。副団長がジャンケ
ンをしてボールを選ぶ順番
を決めました。そして、団
長がその順番に従ってボー
ルを選び、アルミホイルを
剥がして、注目している全
校児童にそのボールを見せ
ました。これで、団色が決
定しました。
団色決定後、校長先生から団旗が渡され、ステージ

上で団長と副団長一人一人があいさつをしました。
最後に、赤団のメンバーは体育館の北側、白団メン

バーは体育館の南側に向きを変えて、団長・副団長が
この運動会にかける思いを、熱く語り、団員の士気と

団結を高めました。
１０月に入ると、全体練習やリーダー練習が本格化

します。赤団、白団それぞれの良さが出るような運動
会になってほしいと願っています。また、運動会は、
６年生のリーダーシップが試される場でもあります。
スローガンを達成できるように、６年児童全員でバッ
クアップすることを期待しています。

○ オープンスクール
９月２０日(金)は、門川小学校の学校参観日(オープ

ンスクールの日)でした。
保護者の皆様はもちろんのこと、地区会長様、民生

委員児童委員様、子ども見守りネットワークの関係者
様、学校運営協議会委員様、保育園・幼稚園・認定こ
ども園の関係者様、小・中・高等学校の関係者様、門
川町教育委員会の関係者様も来校してくださいました。
ありがとうございました。
児童が分かりやすく興味をもてるように職員一人一

人が授業準備をしっかり行い、その授業中は児童の頑
張りを「認める」を意識して、個々の学習態度や反応
の良さ、発想のオリジナリティー、ノートやワークシ
ートに書く文字の丁寧さ等に対して褒めていきました。
児童も「僕(わたし)の姿を、見てください！」と言わ
んばかりに、真剣に学習に取り組むことができました。
３年生の学習では、日向

警察署の警察官に来校して
いただき、非行防止教室を
行いました。なぜ万引きは
いけないのか、もし万引き
をしたらどうなるのか、万
引きをしない方法等を、役
割演技(寸劇)を入れながら
考えていきました。

○ ３日(木) 防災の日：門川神社へ避難
○ ４日(金) 乙島体験学習(４年生)
○ ５日(土) ＰＴＡ奉仕作業
○ ９日(水) 運動会予行練習
○ １１日(金) 前期の通知表配付
○ １８日(金) １９日(土)の振替休業日
○ １９日(土) 運動会前日準備
○ ２０日(日) 運動会
○ ２１日(月) ２０日(日)の振替休業日
○ ２８日(月) 読み聞かせ(４～６年生)

あいさつ 思い出のエピソード(昨年度からの続き)
ペンネーム はなまる様 ４０歳代
親からは、あいさつの重要性について多くの教えを受け

てきました。
私も自分の子どもに、「いつでも、どこでも、誰にでも」

あいさつをすることの大切さを教えています。
特に、大きな声で元気よくあいさつする息子は、第一印

象で顔や名前を覚えてもらうことができ、そのあいさつが
人と人をつなぐきっかけになっています。
あいさつは、１つのコミュニケーションの手段となりま

す。皆さんも「大きな声で元気よくあいさつ」を心がけて、
門川町の人気者になりましょう！
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